
16 −はびきの　2015.4.1−

111歳、いつでも今から

70代で絵を描き
始め、106歳で個
展を夢見てニュー
ヨークへ。元気あ
ふれる１１１歳・は
つのさんの夢と冒
険の日々をつづる
エッセイ集。

ティモシーとサラ ちいさなとしょかん
後藤 はつの／著 河出書房新社

ちびっこサロン（市役所敷地内：森のゆうびんきょく）
3月11日㈬／10：30～ おはなし・おりがみなど

トムさんが、大切
にしていた本をみ
んなに読んでもら
おうと、庭にすて
きな図書館を作り
ました。それを見
たティモシーとサ
ラたちが思いつ
いたことは…。

ブックステーションはびきのコロセアム　☎ 937-7210(火・木・金曜日　13:30～16:30）　　ブックステーション青少年児童センター　☎ 952-0032（月～土曜日　9:00～17:00）　 　
古市図書館　☎ 958-0050（水～日曜日　10:00～17:30）　

芭蕉 みどり／作・絵 ポプラ社

毎月末日は全図書館が休館となります。

第21回　朗読発表会
日時　３月７日㈯　13:20～16:00（13:00開場）
場所　LICはびきの
主催　朗読ボランティアグループ「はびきの」
内容　「かぜのでんわ」「夢十夜」「熱き心に」ほか　

4月  8日㈬   東部図書館       10：30
4月11日㈯   羽曳が丘図書館 15：00
4月18日㈯   古市図書館       15：00
4月18日㈯   陵南の森図書館 15：00
4月19日㈰   陵南の森図書館 11：00（小さい子向き） 
                 11：30（少し長いお話を聞ける子向き）
4月25日㈯   羽曳が丘図書館 15：00
4月25日㈯   丹比図書館 10：30
4月5日㈰、12日㈰、26日㈰ 
　　            陵南の森図書館 14：00
4月5日㈰、12日㈰、19日㈰、26日㈰
　　            中央図書館       13:30

お知らせ
　ブックステーションはびきのコロセアムは、大阪府
議会議員選挙の期日前投票所となるため、4月2日㈭
～10日㈮まで休館させていただきます。

　4月29日（祝）は、『グリーンフェスタはびきの』など
のイベントを行うため、陵南の森総合センター駐車場
は利用できません。

ストーリーテリング入門講座
日時　5月18日㈪、25日㈪、6月8日㈪、22日㈪10:00～12:00
場所　ＬＩＣはびきの 中会議室Ｂ
講師　「おはなしの森」の皆さん
定員　２０人（先着順）
申込　4月14日（火）10:00より中央図書館にて受付（電話可）

おはなしの森・春休みおはなし会
日時　4月4日㈯ ①13:30（小さい子向き）②14:15（大きい子向き）
場所　中央図書館　多目的室

ちびっこサロン
４月８日（水）　１０：３０～　森のゆうびんきょく
内容　おはなし・手遊び・おりがみなど

　最
さいきん

近、国
こくないがい

内外で人
にんげん

間の命
いのち

や人
じんかく

格、

社
しゃかい

会の平
へい

和
わ

をないがしろにするよ

うな凄
せいさん

惨な事
じ

件
けん

が起
お

こっています。

人
にんげんしゃかい

間社会は、声
こえ

の大
おお

きなものが勝
か

つ社
しゃかい

会、不
ふ

正
せい

がまかり通
とお

る社
しゃかい

会、

まじめにものごとに取
と

り組
く

む人
にんげん

間

が生
い

きにくい社
しゃかい

会になってしまっ

たのでしょうか。

　ある本
ほん

で紹
しょうかい

介されていましたが、

「人
にんげん

間」を「ジンカン」とも読
よ

むの

だそうで、「世
よ

の中
なか

」とか「世
せ

間
けん

」

などの意
い み

味を含
ふく

んでいるそうです。

人
ひと

と人
ひと

の「間
あいだ

」に人
にんげん

間のつくる世
せ

界
かい

があり、社
しゃかいてき

会的なさまざまな関
かん

係
けい

の複
ふくざつ

雑な絡
から

み合
あ

いの中
なか

に人
にんげん

間の

本
ほんしつ

質があると紹
しょうかい

介されていました。

喜
よろこ

びも悲
かな

しみも、悩
なや

みもすべて自
じ

分
ぶん

の感
かんじょう

情ですが、自
じ

分
ぶん

につながる

周
まわ

りの人
ひと

との関
かんけい

係の中
なか

でその感
かん

情
じょう

が生
う

まれてきます。

　私
わたし

はこう考
かんが

えます。

　人
にんげん

間は心
こころ

が弱
よわ

くなったときには、

不
ふ し ぎ

思議なほど言
い

い訳
わけ

をしたくなっ

てきます。心
こころ

が迷
まよ

い、あれこれ考
かんが

えているうちに、何
なに

気
げ

なくグチが

出
で

て、それがグチと気
き

づかないう

ちに言
い

い訳
わけ

になってきます。その

言
い

い訳
わけ

も次
し

第
だい

に上
じょう

手
ず

になって、い

つのまにか自
じ

分
ぶん

が正
ただ

しいと思
おも

いこ

み、その正
ただ

しさを必
ひっし

死にアピール

してしまうようになりがちです。

まだ、自
じ

分
ぶん

で自
じ

分
ぶん

をかばっている

うちはいいのですが、次
つぎ

は相
あい

手
て

に

向
む

かってキツク問
と

いつめたり、キ

ビシイことを要
よう

求
きゅう

してしまったり

するようになってしまいます。そ

うなってしまっては、相
あい

手
て

も同
おな

じ

ようになってしまい、いつの間
ま

に

かお互
たが

いの心
こころ

が離
はな

れてしまうこと

になります。

　人
ひと

の心
こころ

のしくみとして、やむを

得
え

ないかもしれませんが、人
ひと

と人
ひと

との関
かか

わりの中
なか

で私
わたし

たちが生
い

きて

いくことを考
かんが

えてみると、自
じ

分
ぶん

に

は厳
きび

しく、相
あい

手
て

には優
やさ

しくするこ

とが大
たいせつ

切なのではないかと改
あらた

めて

思
おも

います。
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曳
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野
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市人
じんけんけいはつすいしん

権啓発推進協
きょう

議
ぎ

会
かい

『心
こころ

で寄
よ

り添
そ

う』


